Dictyostelium discoideum のcAMP 走化性応答に関与する分子の同定 by クロイワ, リンペイ & 黒岩, 麟平













申請先学部   理学部 採択番号 No.2 
２０１９年度大阪大学未来基金【住野勇財団】学部学生による自主研究奨励事業研究成果報告書  
ふ り が な 

















  年 
  年 
アドバイザー教員 
氏名 
上田昌宏 所属 生命機能研究科 







 細胞性粘菌 Dictyostelium discoideum はその生活環で cyclic adenosine monophosphate(cAMP)
に対する顕著な走化性応答を示すことが知られ、また cAMP 受容体から細胞運動の調節に至るシグナ
ル伝達分子が精力的に研究されているため、探求の材料として適当であると考えた。 
細胞性粘菌では cAMP 刺激により、GPCR に属する cAMP 受容体が、三量体 G タンパク質（Gα2
βγ）を解離、活性化して、その下流にシグナルを伝達する。1 このシグナル伝達系において G タン
パク質に結合する分子で同定された分子は、いずれも細胞質中に存在する G タンパク質の調節因子で




Gα2 サブユニットに注目し、細胞膜上で Gα2 に結合し、cAMP シグナルを伝達するタンパク質分
子を生化学的に探索した。 
 また、前項のように網羅的に候補を探すほか、既知の知識から走化性に関与すると期待されるタン
パク質から候補タンパク質を探索するアプローチも取った。そのため、RGS(Regulator of G protein 
signalling)に注目した。RGS は GAP 活性を持ち、細胞性粘菌では 7 種類の RGS の存在が推定され
ている。RGS はその GAP 活性によって、G タンパク質の GTPase 活性を高めることで、GTP 結合














































































































GFP恒込 GFP—担込 & I ito GFP-fi払(22del)& 1ito 
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 CRISPR-Cas9により表 1に示した RGS遺伝子破壊株をそれぞれ作成し、無栄養アガロース培地上で
cAMP走化性応答を観察した。その結果、DDB_G0282583, rck1, DDB_G0286817 
遺伝子破壊株が、走化性応答に特徴的なストリームを形成せず、走化性応答に異常を示した。ここ
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